
一般細菌･真菌用
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《使用済み培地を廃棄する際の注意点》

[オートクレーブ]　121℃で20分以上高圧蒸気滅菌

《培地の保存方法》

●全般的な保存上の注意事項

《使用上の注意》

・(注)1.5kgの重量感覚を体得するには、あらかじめ上

《判定方法》

(1)培養中は適宜、培地表面の発育コロニー有無を

《使用方法》

 

注
(1) 検査する手のひらを培地表面に密着させ、手形を

　　とる要領で培地が割れない程度(目安は1.5kg以内   )

　　の力で押し付けます。

       （注）力加減の目安については、右列の《使用上の注意》欄を参照してください。

(3)培養条件

 　[一般細菌] 30～35℃で24～48時間培養する。

　　　室温(25℃前後)にて3～5日間培養も可能。

 　[真菌] 25℃前後で3～5日間培養する。

《製品の特徴》

(1) 手のひら全体に付着している細菌や真菌類による
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New パームチェックの使用方法

　　－ 手洗いの教育用として使用される場合 －

《簡易培養の目安》

室温 (25℃前後 ) にて 3 ～ 5 日間培養。

温度変化が少なく空調のある部屋が望ましい。

《使用済みパームチェックの廃棄方法》

一般的に食品会社等にて試験・検査等に使用された

学校等で、パームチェック一般細菌用寒天培地 (SCD･

ばい菌を可視化したものであり、上記のような滅菌を

弊社で使用後の廃棄方法を調査いたしましたので、下記をご参考にして

◎ 2 重または 3 重にしたゴミ袋に入れ、口をしっかり結び産業廃棄物

◎ 2 重または 3 重にしたゴミ袋に入れ、次亜塩素水（市販品あり）を

p
calm   heck

NewNew

パームチェックパームチェック(2) 操作が非常に簡単なため誰にでも使用できます。

(2) フタを閉じ､包装袋に戻して培養を行います。

・極度に乾燥または微生物汚染した培地は使用しない

・培地表面に水滴が付いていると正確な検査ができな

・直射日光や照明の当たらない場所で保存する。

・急激な温度変化で水滴が生じる場合があるので、

汚染源とならないために、必ず滅菌や消毒処理を実施

    汚染度合を簡易に検査できます。

　　※ フタが上になるような状態で静置してください。

(3)スタンプしていない場所に発育したコロニーは

(2)培養時間が終了してもコロニーの発育を認めな

観察します。

　 いときは陰性と判定します。

　 室内の落下菌と判定します。

でください。

　いため、孵卵器等で乾燥させてからお使いください。

　　皿秤の皿に直接手で加圧して(培地を秤に乗せる必

　要はありません)目盛りをご確認いただくことをお

勧めいたします。

なるべく温度変化の少ない場所で保存する。

してから廃棄してください。

　※オートクレーブ滅菌する際はパームチェックを

　　滅菌袋に入れてから行ってください。

SCDLP 等 ) を手洗いの教育に使用する場合、手指の

廃棄物として廃棄します。

培地についてはオートクレーブ滅菌を行い、産業

噴霧し、口をしっかり結び産業廃棄物として処理。

　として処理。

ください。

契約先の産業廃棄物回収業者に確認したうえで廃棄して

考えております。廃棄処理をする場合は、あらかじめ

行わずに、産業廃棄物として処理して頂く事が可能と

ください。




